
 信濃川下流域の標高を50cmﾋﾟｯﾁで色分けした図面
です。

 青色系が標高の低い地域、赤色系が標高が高い地
域となっています。

 新潟市を中心に青色系(標高が低い地域)が分布し
ているのがわかります。
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大河津分水路から下流約20kmの範囲には、信濃川の旧三角州が形成されています。この三角州はかつて海面が巻・白根付近まで及んでいた時代に河口部に作られ
た旧地形です。
地形は、吉田～月潟付近まで(高位三角州面)と曽根～巻～白根まで(低位三角州面)との2つの面に区分することができますが、2つの面の段差はわずかです。この

ような地形の差は海面の高さが変化したことにより作られたものと考えられます。
高位三角州面は円弧状の形をしていますが、低位三角州面は鳥嘴状(鳥のくちばしのように三角州の腕が伸びたもの)の形をしています。曽根や横戸などでは三角

州の腕が半島のようにつきだし『鎧潟』を取り囲むように成長したようです。また、旧河道は樹枝状に細かく分岐して流れた様子がわかります。
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出典：平松由起子、越後平野の地形分類図（2007）


